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OEMの検証環境

MIL SIL HIL ベンチ

ドメインA

ドメインB

ドメインC

「組織・ツール環境・担当者・ルールが違う」

各領域の成果を繋げて、効率よくValidation & Verificationできていない

ルール

ルール

ルール



 CAE＆CAT

各ドライバー
モデルへ転送

開発V字モデル
FMI

MIL
HIL
ベンチ

VIL

SIL
共通

共通テストモード

共通

車輌の挙動（物理値）

DataData

Data

Data

DataData HEX.ｍ
Calib

シミュレーションツール群

VILベンチMIL HIL

S-function（リダクション） パラメータ抽出

モデル

ECU情報
（RAM値）ASAM

MCツール

ASAM-X In the Loop（API）

ASAM XILの利用シーン

開発のValidation and Verification領域で、上流から下流までをサポート

SIL



複雑化が進んでいる自動車開発の中で、
「組織・担当・環境(設備 ツール)・ルール」が異なる状況で、Validationと
Verificationを、現状のまま進める事には限界が来ている。

欧州OEMは、既にTire1,Tire2を含めてシミュレーション活用の為、 ASAM 
XILを上手に使いモデル共有、結果共有が出来る環境へ移行を進めている。

モチベーション
Data

同定

証明

Data
CATCAE

Validation Verification

大きい効果の期待できるXILがあるにも関わらず
設備やツールが整ってない日本現状を何とかしたい !

OEMが効果を認
知する事

ベンダーがニー
ズを理解する事

開発現場適用す
る事
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目的・目標

【目的】Purpose
• XIL理解を深め、OEMの活用検討に役立てる。

【目標】Goals
• XIL標準規格の理解を深め、想定するユースケースを基に

活用要否の判断可能な状態とする。

• また、不可能な内容があった場合、チェンジリクエスト

を出す。

【実施内容】Content
複雑な自動車の機能開発において、VerificationとValidation
の必要性がますます高まってきている。開発の上流から下

流までの検証環境(MIL,SIL,HIL,ベンチ,VIL)を網羅できるXIL
規格を採用する事で、開発の効率が上がると考えられる。

• XILを理解し、またユースケースを実行する事で、想定し

た効果が得られるかを検証する。



プロジェクト終了時の状態と成果物

ゴール分類 ゴール時の状態 成果(物)の想定

知識向上 XILの規格の目的と大まかなファイルなどの構成に
ついて理解できた。

・ 目的と概要の日本語ドキュメント(WG内共有)

トライアル 開発適用判断材料収集完了
実行可能なユースケースが分かった
「少しの努力」がどの程度かが分かった

(特に)
複数システムの同期分散処理実現のブレークス
ルー素材としてしなりえるか判断できる

【機能】
・ 実行可能ユースケースとシステムの組み合わせ一覧
・ 現状出来ないユースケースと機能のリスト
・ 接続可能なシステム群のリスト
【使用法】
・ ユースケースをこなす際の手順書
【導入迄の期間とスキル】
・ 調整、設定に纏わるかかる工数のログと難易度
【効果】
・ モデルと実機再利用の価値評価

チェンジ
リクエスト

実現したいユースケースを実行する際の問題点が
分かり、改定の依頼準備が整っている

(特に)
複数のネットワークに必要な機能を洗い出す。

・ 規格に関する問題点、要求一覧
・ ASAMに対する規格改定提言書

(※)準備期間に実施済み項目

実現困難な
内容が見つ
かった場合



メンバー

OEM 6社とベンダー11社に参加いただき、活動を開始
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施策・スケジュール
2019 2020

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

全体イベント
(体制)

規格理解

トライアル

評価

規格読み合わせ

日本語化

規格の目的の理解

ユースケース詳細化ユースケース決定 トライアル実施

規格の詳細理解 規格の改定計画

評価観点の決定 観点に基づく評価

協力会社選定

キックオフ
Regional Meeting
Report 改訂キックオフ

定例会

纏め

Study Project

トライアル準備

Study Project準備期間

ASAM申請

正式メンバー活動開始

Change Request

完了

Webキックオフ

協力会社打診



規格の概要理解:日本語化と要約

3月までに、各社の担当領域の説明が終わり、規格の概要理解が終わった。

XIL Standard 2.1.0 116/349
各社で範囲を決め、モチベーション、概要の部分を輪講形式で実施。

HONDA

MAZDA

SUBARU

HINO
SUBARU

(追加でお願いします)



規格の概要理解

規格の概要を読み解き、接続とデータ取得の仕組み等を理解した。

【通信ポート】
以下整備されている
・モデルアクセス
・ECU計測適合
・ネットワーク
・電気エラー
・診断
各ポートの同期については、ラ
グやドリフトを考慮したシステム
にする必要がある

【複数ポートのマッピング】
各ポートでの変数の違いを吸
収する変数のマッピングテーブ
ルの使用機能がある。

HIL APIをベースにModel
Access Port 及びCAN通信
に必要なNetwork Portが追
加されたことで、開発初期から
実機検証に至る領域をカバー。
ノウハウの共有および従業員
のトレーニングコストの削減が
可能。

モチベーション

複数システム変数対応

システム間通信

データフロー

【データ取得】
各通信ポートからのデータは、

Frameworkで演算処理され
Automationに送信される



ユースケースのポイント

各社の要求をまとめ、4つのユースケースをトライアルする事にした。

シナリオ

VIL

HIL

MIL

シナリオ

HIL 1

HIL 2

同一結果

GUI
HIL

MILECU 計測・適合
車両モデルの状態量計測
パラメータ変更

MILと実機のコリレーションを容易にする事ができる HILSベンダーに依存しないテストケースの再利用

異なる工程のGUI 統 一で、教育コスト削減

Automation
HIL2

SIL

MIL
計測・適合ツール

HILの検証条件を次期機種のMIL/SIL/HILで活用

HIL1
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ユースケース一覧

UseCase1 UseCase2 UseCase3 UseCase4

概要
同一モード運転シナリオに従っ
た実機ECUデータとHIL/MIL
のモード運転のECUデータの
比較を行う

1つのテストケースを用いて、異
なるベンダー/異なる世代の
HILSに対し、最小限の労力
で同じ自動テストを実現する。

HILSで使用している GUI(計
測制御ツール) でECU 計測・
キャリブレーション、車両モデル
の状態量、計測・パラメータ変
更する。 MILS でその GUI 
を流用する。

①自動テスト環境の転用
HIL→HIL、MIL、SIL
②ECUの計測、キャリブレー
ション環境転用

目的
MILモデルと実機のコリレーショ
ンが容易になる。
HIL Verificationが容易に
なる。

HILSのベンダー/世代に寄ら
ず，同一のテストケースを利
用する事で、作成したテスト
ケースの再利用性を高める。

異なる工程のGUI が統 一出
来る事で、都度かかっていた
教育コストを減少させることが
出来る。

HiLSで見えてきた要件に対し
て、自動化したテストシナリオ
を、同じ要件をもった次期シス
テムの設計、検証段階で活用
できる。

判定基準 ・誤差原因の特定が容易に
なった。

・要項を満足したテストケース
を異なるベンダー製のHILS間
で移植出来た。

・要項を満足したテストケース
を異なる世代のHILS間で移
植出来た。

HILS と MILS 両方に対して、
同じ GUI で同様の計測制御
が出来た。

HILS において、実 ECU と車
両モデル両方に対して、同じ
GUI で計測制御が出来た。

・HILで作成したテストケース
（ECU-M機能含む）を、異
なるHIL、MIL,SIL環境に流
用可能。

・HILのECU、MIL・SILの
ECUモデルに対し、定数、テー
ブル等を書き換えることが出来
た。（ECU-C）。



帳票：トライアルの評価 例

トライアルの結果、 ASAM AE XILが有効であるかどうかを以下の観点で評価する。
No. 評価観点 評価結果 Noの理由

Yes No
1 ユースケースの目的は達成されたか？ ✓

2 前提条件・制約条件は守られたか？ ✓

3 ユースケースの実現は全てASAM AE XILを用いて行われたか？ ✓ 一部ASAM AE XILが用いられなかった．

4 （No.3がNoの場合）ツールベンダー独自の方法を用いれば実現出来るか？ ✓

5 （No.4がYesの場合）ASAM AE XILの内容を改訂すれば，対応出来るか？ ✓ ツールベンダーの知財が含まれるため，改訂しても実現出
来ない．

6 ユースケースは予想された時間内に実現出来たか？
✓

ASAM AE XILの規格に曖昧な部分があり，OEM⇔
ツールベンダー間で認識を合わせるのに時間を要した．

7 ユースケースをASAM AE XILで実現するのに追加の環境（コスト）が必要となったか？ ✓ 準備した環境ではライブラリが不足し，追加で購入する必
要があった．

8 ユースケースは，想定していたスキルだけで実現出来たか？ ✓

9 ユースケースに用いた製品は，ASAM AE XILを用いる上で十分な機能を有しているか？ ✓ 一部ASAM AE XILの規格に準拠していない箇所があっ
た．ツールベンダーには準拠を要望する．

総評 No.1～9の結果を踏まえ，ASAM AE XILは有用か？ ✓ 現在のASAM AE XILの内容では不足．○○を実現す
るための規格が追加で必要と考える．



帳票：導入までにかかる時間評価 例

ユーザーのスキル、ユーザーが運用している評価システムの改修のしやすさ、ツールベンダーの技
術支援状況によって異なるが、概ね以下と予想される

No. 項 目 作業時間

1 ユースケースの理解 1 H

2 ユーザーが運用する評価システム仕様の確認 8 H

3 ユーザーが運用する評価システムの改修 40 H

4 ユースケース評価 1 H

5 評価結果分析 1 H

6 判定基準採点 1 H

合計 52 H
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まとめ

ベンダーが異なっていても繋がるIF XILがASAM
よって規格化されています。

ベンダーさんに期待するところがありますので、
よろしくお願いします。

日本OEMは、XIL規格を使用し効率化を目指します。



END

ご清聴ありがとうございました
Thank you!

Seitaro Ogasawara
HONDA Motor Co.,Ltd
Digital Innovation Department

Phone：+81 080 4870 6143
Email：seitaro_ogasawara@jp.honda



UseCase1
同一のテストシナリオを利用する事で、MIL、HIL、実機のデータの比較を容易にする。

xILS-テスト設備間シナリオ流用
(Varidation & Verificationの効率向上) ユースケース名 シミュレーションと実機データの比較

0 概要
モード運転シナリオに従った実機ECUデータとHIL/MILのモード運
転
のECUデータの比較を行う

1 目的
同一テストモードを利用する事で、
MILモデルと実機のコリレーションが容易になる。
HIL Verificationが容易になる。

2 前提
HILS、MILS及びの実行環境がある
計測、キャリブレーションが出来るECUがある
ECUへアクセスするためのツールがある

3 要項(要求)

・全ての試験を同一のテストモードで実施すること
・自動テスト用ソフトウェアを用いてテストケースを実現すること。
・合理的なXIL規格の利用する
・実ECUとECUモデルが同じソフトウェアであること。
・車両モデルが同一であること。

4 判定基準 ・誤差の原因の特定が容易になった。
(モデル,IO,演算順序タイミング等) -レベルの設定が必要

5 フロー
(仮決め)

① シナリオに基づいて実車を操作しECUからデータを取得
② HIL/MIL計算モデルを入力
③ シナリオモデルを入力
④ シナリオ実行、ECUデータ取得
⑤ ECUデータの比較

実車

シナリオ

ECU

MILS

ベンチ

HILS ECU

計測器

計測器

計測器

赤線:XIL

制御指令

制御指令

比較

実行
エンジン



UseCase2
同一シナリオを異なるベンダー/バージョンでHIL検証出来る事で、シナリオ再利用性を向上する。

ベンダ間/世代間HILS置換
(診断システムの構成自由度向上)

ユースケース名 HILS間における自動テストの流用

0 概要 1つのテストケースを用いて、異なるベンダー/異なる世代のHILS
に対し、最小限の労力で同じ自動テストを実現する。

1 目的 HILSのベンダー/世代に寄らず，同一のテストケースを利用する
事で、作成したテストケースの再利用性を高める。

2 前提 ETAS社製もしくはdSPACE社製のHILSを操作出来る
（それ以外のHILSの場合は要相談）。

3 要項(要求)

下記全てを満足すること。
・自動テスト用ソフトウェアを用いてテストケースを実現すること。
・ECUのRAM値を自動で計測する内容を含むこと。
・ECUのROM値を自動で変更する内容を含むこと。
・HILSを介してECU⇔GST間の通信を行う内容を含むこと。
・電気的エラーシミュレーションを行う内容を含むこと．

4 判定基準 ・テストケースを異なるベンダー製のHILS間で移植出来た。
・テストケースを異なる世代のHILS間で移植出来た。

5 フロー
(仮決め)

①HILSで自動テストを実行。
②要項を満足するテストを実施。
③テスト結果をレポートとして出力。

HILSハードウェアHILSソフトウェア ECUソフトウェア

評価者

ROM値
変更

ETAS
IOボード

操作画面

ETAS
ECU

サブボード

実行
エンジン

ECU適合

自動テスト
設計者

制御
実行

診断
実行

ECUハード

GSTへの
指示/応
答

3rdパー
ティ製通
信ボード

テスト結果評価結果
レポート

レポート受
領

シナリオ指示

CAN
チップ

GST
出力

自動スクリプト



UseCase3
同一GUIを利用できることで、教育時間の削減およびツールコストの削減をする。

xILS間GUI環境流用
(ツールコストの削減&ユーザーの教育時間の削減)

ユースケース名 MILS, HILSの構成要素全てを同一 GUI で計測
制御する

0 概要
HILSで使用している GUI( 計測制御ツール でECU 計測・キャリブ
レーション、車両モデルの状態量計測・パラメータ変更する。
MILS でその GUI を流用する。

1 目的 異なる工程のGUI が統 一出来る事で、都度かかっていた教育コスト
を減少させることが出来る。

2 前提 HILS、 MILS の実行環境がある

3 要項(要求)
・一つのＧＵＩでHILS、MILSのコントロール及びECU常数を任意
で変更ができる事。
・HILSもしくはMILSで使用したＧＵＩ設定を変更せずに両環境で
使用できる事。

4 判定基準
(機能 )HILS と MILS 両方に対して、同じ GUI で同様の計測制
御ができること
(機能 )HILS において、実 ECU と車両モデル両方に対して、同じ
GUI で計測制御ができること

5 フロー
(仮決め)

1,ＧＵＩで計測制御するラベルを設定する。
2,上記ＧＵＩで実ECUのキャリブレ変更/計測ができることを確認す
る。
3,車両モデルのパラメータ変更/計測ができることを確認する。
3,GUIをMILS環境に、転用する。
4,確認項目については上記２、3と同様
※確認順序については、HILS→MILS MILS→HILSは問わなこと
とする。

HILシミュレータ

WindowsPC WindowsPC

制御モデル I/
Oモ
デ
ル

車両モデル 車両モデル
実物

ECU

GUI GUI流用

HILS MILS

計測
適合

計測
パラメータ変更

I/F

計測
適合

計測
パラメータ変更



UseCase4
同一オートメーション環境をHIL,SILで利用する事で、システムの構築時間を短縮する。

xILS間Automation環境流用
(システム構築簡易化)

ユースケース名 HILで作成した自動テスト環境を、他のHIL、MIL、SIL環境に流用
0 概要 ①自動テスト環境の転用 HIL→HIL、MIL、SIL

②ECUの計測、キャリブレーション環境転用
1 目的 HiLSで見えてきた要件に対して、自動化したテストシナリオを、同じ要

件をもった次期システムの設計、検証段階で活用する。

2 前提
HILS（2仕様）、MILS、SiLSの実行環境がある
計測、キャリブレーションが出来るECUがある
ECUへアクセスするためのツールがある

3 要項(要求)

・同一のオートメーション環境を使用すること。
・実ECUとECUモデルが同じソフトウェアであること。
・車両モデルが同一であること。
・HILのECU、MIL・SILのECUモデルから、
ECUデータを計測できる内容を含めること。
・HILのECU、MIL・SILのECUモデルに対し、
定数、テーブル等を書き換える内容を含むこと。

4 判定基準

・HILで作成したテストケース（ECU-M機能含む）を、異なるHIL、
MIL,SIL環境に流用可能。
・HILのECU、MIL・SILのECUモデルに対し、定数、テーブル等を書
き換えることが出来る（ECU-C）。

5 フロー
(仮決め)

① HiLS（車両）で自動テスト実行
→ECUデータ取得(ECU-M)

② ECU内の値を変更（ECU-C）
③ ①を実施。
④ 他のHIL、MIL、SIL環境で、①~③を実施。
※複数のベンダーがかかわる際は、クロステスト実施。

<ECU><HiLハード>
・車両モデル

<ECU I/F>

<PC>
・HiLS制御ソフト
・オートメーション環境

HiLS評価環境

<PC>
ECU計測
ツール

<ECU I/F>

<PC>
・（HiLS制御ソフト）
・オートメーション環境

SiLS評価環境

<PC>
ECU計測
ツール

<PC>
・SiLS ECUモデル
・車両モデル
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